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見
て
触
っ
て
た
ど
る
縄
文
の
跡

　

シ
ェ
ル
マ
よ
し
ご
で
は
、縄
文
時
代
の
人
骨
や

貝
、獣
や
魚
の
骨
、石
の
道
具
や
土
器
の
破
片
な
ど

を
見
る
こ
と
が
で
き
、貝
輪
を
触
る
こ
と
や
、ジ
オ

ラ
マ
な
ど
で
、当
時
の
埋
葬
や
生
活
の
様
子
を
知

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。ま
た
、公
園
内
に
は
遊
歩
道

が
あ
り
、散
策
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
  

神
聖
な
場
所
だ
っ
た
貝
塚

　

ゴ
ミ
捨
て
場
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
な
貝
塚
。実

は
、こ
の
世
で
の
役
割
を
終
え
た
も
の
を
集
め
、あ

の
世
に
送
り
、ま
た
こ
の
世
に
か
え
っ
て
く
る
よ
う

に
と
願
い
を
こ
め
た
神
聖
な
場
所
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。ま
た
、吉
胡
貝
塚
は
、文
化
財
保

護
法
に
基
づ
く
国
内
第
１
号
の
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
た
貝
塚
で
、人
骨
が
３
０
０
体
以
上
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
は
日
本
一
の
数
だ
そ
う
で
す
。

　

♥まが玉作りを体験
シェルマよしごにインターンシップ生
として来ていた榊原花梨さん（加治町
出身・写真左）と、まが玉作りを体験
しました。滑石をブロックで削り、や
すりで形を整え、耐水ペーパーで磨い
て、最後にひもを編んで完成しました。
私のまが玉はきれいに削れず、少し変
な形に…。縄文時代の人はとても器用
だったのだと感心しました。

※体験講座については、シェルマよ
　しごホームページをご覧ください。

田
原
市
消
防
署

蔵王山展望台
田原湾

権現の森

滝頭公園
田原市役所

豊島
神戸

三河田原

新清谷
大坪

谷熊
豊島北

豊島

豊島駅北

晩田田原消防署南

吉胡北
白谷

シェルマよしご

◦自分の顔の縄文人度をチェック

◦展示の様子 ◦オリジナルＴシャツ◦館内の様子

◦職員に取材

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
と
し
て
田
原
市
役
所
で

10
日
間
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。
シ
ェ
ル
マ
よ
し
ご（
吉
胡
貝
塚
史
跡
公
園
）は
、

空
地
だ
っ
た
と
き
か
ら
遊
び
場
に
し
た
り
、
貝
塚
の
発
掘
作
業
を
見
た
り
し
て

身
近
に
感
じ
て
い
た
場
所
で
す
。
今
回
は
、そ
の
魅
力
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

縄
文
時
代
の
こ
と
を
肌
で
感
じ
、
気
軽
に
歴

史
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
〝
シ
ェ
ル
マ
よ
し

ご
〟。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

▼
シ
ェ
ル
マ
よ
し
ご
☎
22
局
８
０
６
０

　http://w
w

w
.yoshigo.gr.jp/index.htm

l

私の縄文人度
は25％でした

名古屋経済大学
短期大学部

阿部里美さん
（吉胡台出身）
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〝たね〟の簡単＆おいしい『産直レシピ』〝たね〟の簡単＆おいしい『産直レシピ』

　  トウガンのカレー煮
【材料５人分】　

 １人分のエネルギー189kcal （たんぱく質10.0ｇ）
◦トウガン 900ｇ　◦合い挽きミンチ 200ｇ
◦だし汁 600ｃｃ　◦カレールー 60ｇ
◦濃い口しょうゆ 大さじ１　◦オクラ（ゆでたもの） 10本

【作り方】
❶トウガンは綿と種の部分を取り除き、皮を厚くむく。
❷一口大に切ったトウガンを、少し透き通るくらいに下ゆで
　する。
❸深めのフライパンで合い挽きミンチを炒める。
❹ミンチがほぐれてきたら、下ゆでしたトウガンとだし汁を
　入れる。
❺トウガンが柔らかくなってきたら、一度火を止め、カレー
　ルーを入れよく溶かす。
❻再び中火にして味をしみこませる。(水分が少なければ水
　をたす)
❼仕上げに濃い口しょうゆを入れ、全体によく混ぜ火を止め
　る。
❽器に盛りつけ、ゆでたオクラを飾り付ける。
　＊トウガンの水分や加熱時の水分蒸発、カレールーの種類に
　  よって塩分などが違うので、加減をしてください。

市民発
!野
球
で
つ
な
が
る
伊
勢
と
の“
絆
”

赤
羽
根
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式
野
球
部

　

私
た
ち
は
、
８
月
17
日（
金
）
～
19
日

（
日
）
に
三
重
県
伊
勢
市
を
訪
れ
、
伊
勢

市
長
杯
学
童
軟
式
野
球
大
会
に
参
加
し

て
き
ま
し
た
。
17
日
（
金
）
に
は
、
交

流
15
年
目
を
迎
え
る
今
一
色
野
球
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
（
三
重
県
伊
勢
市
）
と

の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
は
、
平
成
９
年
、
伊
勢
志

摩
と
渥
美
半
島
を
結
ぶ
伊
勢
湾
口
道
路

の
実
現
に
向
け
て
、
両
地
域
の
首
長
交

流
会
が
行
わ
れ
、
少
年
野
球
で
地
域
交

流
を
促
進
さ
せ
よ
う
と
親
睦
試
合
を

行
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で
し
た
。毎
年
、

夏
に
は
赤
羽
根
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
軟
式

野
球
部
が
伊
勢
市
へ
、
秋
に
は
今
一
色

野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
田
原
市
へ
１

～
２
泊
で
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
の
鳥
羽
伊
良
湖
航

路
存
続
問
題
の
際
に
は
、
海
を
越
え
た

絆
を
守
る
た
め
、
一
緒
に
署
名
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
２
チ
ー
ム
か
ら
始
ま
っ
た
親
睦

試
合
も
、
今
で
は
30
チ
ー
ム
ほ
ど
が
参

加
す
る
伊
勢
市
長
杯
・
田
原
市
長
杯
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
交
流
を
続

け
、
絆
を
強
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。

投
稿

◦握手を交わし再会をよろこびました

◦試合の合間に、仲良くカレーライスを食べました

トウガンは夏野菜ですが、長期間保存すること

ができます。利尿作用があり“むくみ”や“高血圧”

に効果があるとされています。カレー風味にす

ることで、子どもたちにも食べやすいメニュー

となります。煮物のイメージが強いトウガンで

すが、塩もみをして酢の物や生のままサラダに

も使用することもできます。

広報サポーターの〝たね〟が「旬を上手に、手軽でおいしく、誰にでも簡単にできる料理」
をテーマに、今回は「トウガン」を使ったレシピをお届けします。
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地域
発!

田
原
市
の
南
東
に
位
置
し
、南
は
勇
壮

な
太
平
洋
を
望
み
、
広
大
な
農
地

が
広
が
る
六
連
校
区
。「
地
域
の
資
源
を

保
全
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
」「
お
互
い

が
温
か
く
支
え
あ
う
地
域
」を
目
指
し
、さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

住
民
に
愛
さ
れ
る
『
夏
ま
つ
り
』

　

８
月
12
日
（
日
）
に
、「
夜
店
」「
地
元

有
志
に
よ
る
流
し
そ
う
め
ん
」「
盆
踊
り
」

な
ど
、内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
の
『
夏
ま
つ
り
』

を
行
い
、
大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

盆
踊
り
の
や
ぐ
ら
で
は
、
有
志
に
よ
る
太

鼓
ク
ラ
ブ
や
六
連
小
学
校
６
年
生
が
太
鼓

を
た
た
き
、
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
校
区
内
に
あ
る
福
寿
園
（
民
間

の
老
人
福
祉
施
設
）
か
ら
も
、
毎
年
恒
例

で
入
所
者
が
参
加
し
て
お
り
、
今
年
も
約

50
名
が
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
ま
つ
り
を

地
域
の
話
題

六
連
校
区

人
と
豊
か
な
自
然
が

織
り
成
す
故こ

き
ょ
う郷

▲『アサギマダラひとやすみの里』の整備

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
人
情
に
厚
く
、
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
が
強
い

六
連
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
、
お
便
り
が
届
き
ま
し
た
。

楽
し
み
ま
し

た
。
六
連
校

区
の
住
民
も
、

福
寿
園
が
開

催
す
る
行
事

に
招
待
さ
れ

る
な
ど
、
相
互

に
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。

う
ち
わ
で
啓
発「
青
少
年
健
全
育
成
」

　

こ
の
夏
ま
つ
り
で
は
、６
月
に
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

協
議
会
が
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
な
ど
の

校
区
民
を
対
象
に
募
集
し
た
「
青
少
年
健

全
育
成
に
関
す
る
標
語
」
の
優
秀
作
品
受

賞
者
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

優
秀
作
品
の
標
語
は
、
う
ち
わ
に
印
刷

し
て
校
区
内
の
全
戸
に
配
布
し
、
青
少
年

健
全
育
成
の
啓
発
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

▲『夏まつり』の流しそうめん

豊
か
な
自
然
環
境
を
活
用

　

日
本
列
島
内
や
東
南
ア
ジ
ア
ま
で
千
数

百
㎞
を
移
動
す
る
こ
と
で
有
名
な
チ
ョ
ウ

「
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
」。
渥
美
半
島
は
、
そ
の

チ
ョ
ウ
が
通
る
飛
行
ル
ー
ト
で
、
毎
年
10

月
ご
ろ
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
元
住
民
の
有
志
な
ど
で
つ
く
る
『
む
つ

れ
虫
の
会
』
で
は
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
移
動

途
中
に
休
憩
で
き
る
よ
う
に
、
表
浜
海
岸

近
く
の
道
路
脇
の
草
を
刈
っ
た
り
、
チ
ョ
ウ

が
好
む
フ
ジ
バ
カ
マ
の
苗
を
植
え
た
り
す
る

な
ど
『
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
ひ
と
や
す
み
の
里
』

と
し
て
、
環
境
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
秋
に
は
、
昨
年
植
え
た
フ
ジ
バ

カ
マ
が
花
を
咲
か
せ
、
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が

吸
蜜
す
る
姿
を
観
察
で
き
る
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
引
き
継
い
で
い
き
た
い

　

こ
れ
か
ら
も
、
温
か
な
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
や
、
す
ば
ら
し
い
自
然
環
境
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

▲やぐらの上で太鼓をたたく六連小児童

▲標語を印刷した
　うちわ
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●しみんの広場

1 ＮＰＯや市民活動に関する相談を受け付けています。（毎週火・金・土 14:00～19:00 田原文化会館フリースペース）
2 このページおよび市民活動支援センターホームページに掲載する市民活動情報を募集しています。
◉お問い合わせ： ☎22局 1111（内線812）※開設時間のみ　 23局0180　 shiminkatsudo@city.tahara.aichi.jp

http://www.city.tahara.aichi.jp/kyoudou/田原市民活動支援センター

市民活動を応援するページ
市民が提案する“しみんのひろば”市民活動情報

●しみんの広場

今年度も市民が主体的に企画・運営します！

市民活動に取り組む団体や個人が一堂に集う「しみんのひろ
ば」。市民活動団体が、日々の活動を紹介したり、来場者と

交流したり、活動の幅をさらに広げ、市民にＰＲするイベントで
す。市民の自由な発想を生かした有意義なイベントとなるように、
市が「市民提案型委託制度」で市民からイベントの企画・運営の
提案を募集しました（今年度で２回目）。
　その結果、昨年度も採択された「しみんのひろば運営委員会」
から応募があり、審査会では応募団体からプレゼンテーションが
行われ、事業への熱い想いが語られました。「公益性」「的確性」
などの観点から審査され、今年も採択されました。
　今年のテーマは「シェア～分かち合い～」です。地域の課題を
みんなで共有し、市民のネットワークを広げていきたいと語る運
営委員会のメンバー。運営委員会には若い女性たちなど新しいメンバーが加わり、より自由で新鮮なイベントが
期待できそうです。
　皆さん「しみんのひろば」で交流の輪を広げましょう！

◦第６回しみんのひろば
開催日：平成25 年2月24 日日　会場：田原文化会館多目的ホールほか
お問い合わせ：しみんのひろば運営委員会　　090-8336-7345（代表：伊藤）

◦平成24年度市民提案型委託制度（テーマ提示型）

▲平成23年度のしみんのひろば

Hello

くぬぎの会市民活動紹介

～子育ての中に絵本を！～

「くぬぎの会」は、子育てをしながら絵本を楽しみ、子どもたちと
一緒に楽しい時間を過ごす「母親クラブ・くぬぎの会」として、

１９９３年（平成５年）に発足したボランティア団体です。中央図書
館でのおはなし会や、保育園や小学校への出張おはなし会、おやこリ
ズム、人形劇の人形づくりや紙芝居づくりなども行っています。
　20 年間活動を継続できたことに感謝し、また、語りの文化を市民の

皆さんと共有するため、国内外でひとり語りの公演を重ねている林洋子氏による語りの会を 20 周年記念事業と
して開催します。東日本大震災への鎮魂の思いとともに、宮沢賢治の世界に浸りませんか。

　　　　　　　　　　読み聞かせや人形劇などの活動を一緒にしてくださる方を募集しています。

　　　　　　　　　　会長：田中恵美子☎ 22 局 2382

会員を募集

お問い合わせ

▲出張おはなし会（田原福祉センター）

東日本に思いをよせて―宮沢賢治―林洋子　ひとり語りの世界
開催日◦10 月 14 日日午後６時～
会　場◦田原文化会館多目的ホール
入場料◦大人 1,000 円（当日 1,200 円）／子ども（年少～小学生）500 円
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50

学校生活の
一コマを紹介

　　若戸小学校「ふるさとの海で学ぶ」
　　海岸で体力づくり！磯での学習に歓声！
　　
　若戸小学校は、海が見渡せる小高い場所に校舎があ
り、学校のどこからでも太平洋が一望できます。　　
若戸の子どもにとって、海はなじみ深い場所で、学習
の場でもあります。若見海岸の砂浜では、裸足になっ
て走ったり跳んだりしながら遊んでいるうちに、自然
に体力を養うことができます。遊びで身についた基礎
体力をより確かなものにするために、体育の授業で

「手押し車」や「海辺ドッジボール」などを行っていま
す。
　また、越戸の磯は、子どもたちが生き物を探すのに
夢中になれる格好の場所です。４年生の総合的な学習
の授業では、磯の生物を観察し、環境との関わりを学
びました。
　自然の宝庫であるふるさとの海は、子どもたちの遊
びや学習の場として大きな役割を果たしています。

　今回は、小学校での「ふるさとの海で学ぶ」様子と、中学校
での「わくわく給食」の様子をご紹介します。 ●学校教育課２３局３６７９

 伊良湖岬中学校「わくわく給食」
学年を越え笑顔をつなげよう！

　伊良湖岬中学校では、学年を越えた縦の絆
を深めるため、全校生徒による「わくわく給
食」を年４回実施しています。
　今年度は７月12日に、１・２年生が部活動
でお世話になった３年生への感謝の気持ち
を伝えることを目的に「わくわく給食」を実
施しました。
　部活動ごとに分かれ、夏の大会の様子や思
い出話で盛り上がりました。また、３年生へ

の感謝の気持ちを表そうと、準備や給食中の雰囲気づくりにもがんばる
１・２年生の姿が見られました。１年生から３年生まで和気あいあいと
楽しそうに給食を食べ、絆がいっそう深まるよい機会となりました。
 

【生徒の声】
　リーダーとして、準備と企画をしました。今日の「わくわく給食」では、笑顔
で給食を食べることができました。みんなが楽しく給食を食べられるように
工夫するのは大変でしたが、３年生の皆さんに感謝の気持ちを伝え、良い思
い出をつくることができてよかったと思います。（２年生　河合昴樹くん）

平成 24年 ９月15日   　  　　　　　　　　│ 6 │

◦手押し車で体力づくり

◦磯の生き物を観察

◦部活動の会話で盛り上がったわくわく給食
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
ティ
ニュ
ー
ス

　

江
戸
時
代
末
期
か
ら
続
く
と
い
わ
れ
る
龍
宮
ま

つ
り
が
白
谷
海
水
浴
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。亀
に

ま
た
が
っ
た
浦
島
太
郎
と
漁
船
団
が
沖
へ
向
か

い
、酒
な
ど
の
供
物
を
海
に
さ
さ
げ
、安
全
と
大
漁

を
祈
願
。そ
の
後
、地
元
の
児
童
に
よ
る
浦
島
太
郎

の
寸
劇
も
行
わ
れ
、見
物
客
を
和
ま
せ
ま
し
た
。

▲漁船団とともに沖へ出た浦島太郎。亀に乗って海原を進みました

浦
島
太
郎
の
伝
説

見
事
に
再
現

８
月
15
日［
水
］

　

設
楽
町
体
験
ツ
ア
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。参

加
し
た
市
民
30
名
は
、バ
ス
で
市
役
所
を
出
発
。姉

妹
都
市
・
設
楽
町
内
の
設
楽
ダ
ム
建
設
予
定
地
で

ダ
ム
概
要
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。ま
た
、豊と

よ
く
に邦
交

流
セ
ン
タ
ー
で
は
、地
元
の
方
に
五
平
餅
作
り
を

教
わ
る
な
ど
、交
流
を
深
め
ま
し
た
。

水
で
つ
な
が
る

「
山
の
ま
ち
」を
体
験

８
月
25
日［
土
］

▲五平餅作りのほか、川魚のつかみ取りなども体験しました
【交流センター】設楽町の三

み つ は し

都橋地区と豊邦地区にあり、田原市民は無
料で使用できます。詳しくは、政策推進課☎23局３５０７へ

全
国
大
会
に
出
場
を
決
め
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

▪全国中学校総合体育大会ソフトテニス大会
（山梨県甲府市［8／17 ～ 19］）

◦東部中学校ソフトテニス部
【写真上段左から】増田英

えいさく

作くん（３年）、渡辺嘉
か ず な り

寿也くん（３年）、尾川
裕
ゆ う た ろ う

太郎くん（３年）、坂本瑛
えいすけ

介くん（３年）
【下段左から】三津谷拓

た く み

実くん（２年）、前澤祐
ゆ う し

志くん（３年）、堀部滉
こ う た

太
くん（３年）、河邉大

だ い ち

地くん（２年）　　

│ 7 │　　　　　　　　　　平成 24年９月15日



レ
ジ
袋
の
有
料
化
が
ス
タ
ー
ト
し

て
、３
年
が
経
過
し
ま
し
た
。こ
の
取

り
組
み
は
、市
内
15 
店
舗
で
実
施
さ

れ
、継
続
し
て
高
い
辞
退
率
を
維
持

し
て
い
ま
す
。今
回
は
、レ
ジ
袋
削
減

の
成
果
な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◉
レ
ジ
袋
辞
退
率
の
推
移

◦
平
成
21
年
度　

88
・
７
％

◦
平
成
22
年
度　

87
・
７
％

◦
平
成
23
年
度　

87
・
６
％

◉
平
成
23
年
度
に
削
減
さ
れ
た
レ
ジ
袋

◦
削
減
枚
数　

５
７
２
万
３
５
６
８
枚

◦
削
減
重
量　

５
万
６
６
６
３
㎏

　
（
１
枚
／
９
・
９
ｇ
換
算
）

◦
削
減
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
 ²
の
排
出
量

　

約
３
４
０
ｔ

◉
レ
ジ
袋
削
減
の
メ
リ
ッ
ト

◦
地
球
温
暖
化
の
抑
制

◦
石
油
資
源
の
消
費
抑
制

◦
ご
み
の
減
量
化
・
処
理
コ
ス
ト
削
減

　
【
レ
ジ
袋
削
減
の
協
定
締
結
店
舗
】

イ
オ
ン
田
原
店
、
酒
蔵
ト
ウ
カ
イ
、

ジ
ッ
プ
ド
ラ
ッ
グ
赤
石
店
・
田
原
赤

石
薬
局
・
赤
羽
根
店
・
渥
美
薬
局
、

ス
ギ
薬
局
田
原
店
、
ス
ー
パ
ー
カ
ネ

イ
チ
、
田
原
コ
ー
プ
㈱
磯
田
園
・
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ー
ト
、道
の
駅
田
原
め
っ

く
ん
は
う
す
、
パ
ワ
ー
ズ
田
原
店
、

フ
ー
ド
オ
ア
シ
ス
あ
つ
み
田
原
店
・

福
江
店
、
ヤ
マ
ナ
カ
田
原
店

※
有
料
化
に
よ
る
レ
ジ
袋
削
減
の
趣
旨
を
ご
理

　

解
い
た
だ
き
、参
加
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者
を

　

募
集
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
清
掃
管
理
課

☎
23
局
３
５
３
８　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

◉
田
原
市
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　

　

前
回
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定

価
格
買
取
制
度
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
市
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
状
況
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

▪
市
内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
状
況

　

田
原
市
は
、
た
は
ら
エコ・
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

構
想
の
も
と
、エコ・エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
プ
ロ
ジェ

ク
ト
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
太
陽
光
発
電
施
設
は
市
内
62
の

公
共
施
設
な
ど
に
導
入（
約
３
２
０
kW
）、

風
力
発
電
施
設
は
市
内
23
か
所
に
45
基
が

導
入（
約
４
万
７
３
０
０
kW
）さ
れ
て
い
ま
す
。

　

田
原
市
の
日
照
時
間
、
平
均
風
速
は
国

内
最
高
水
準
で
す
。
太
陽
光
や
風
力
で
、

高
効
率
の
発
電
が
期

待
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
に
恵
ま
れ
た
地

域
で
す
。
な
お
、
平

成
26
年
２
月
に
は
、
緑

が
浜
に
５
万
kW
の
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
が
完
成
予
定

で
す
。

▪
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
れ
か
ら　

　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
コ
ス
ト
や
立

地
の
制
約
な
ど
、
ま
だ

ま
だ
課
題
が
あ
り
ま

す
。
買
取
制
度
を
き
っ
か
け
に
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
が
ビ
ジ
ネ
ス
と
な

り
、
研
究
開
発
や
普
及
拡
大
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
エ
コ
エ
ネ
推
進
課

☎
23
局
７
４
０
１　

23
局
０
１
８
０

　

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

※
市
内
の
詳
し
い
導
入
状

況
に
つ
い
て
は
、「
た
は
ら

エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。エ
コ
エ

ネ
推
進
課
や
中
央
図
書

館
な
ど
で
配
布
す

る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

ゴミゴミンと
リサイクルレンジャー

5

77
◉
た
は
ら
エ
コ
チ
ャ
レ
ン
ジ
宣
言
登
録
者
数

個
人
１
８
７
７
人・
事
業
所
80
か
所（
８
月
末
現
在
）

平成 24年 ９月15日   　  　　　　　　　　│ 8 │

使
い
捨
て
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
し
、

マ
イ
バ
ッ
ク
で
の
買
い
物

を
し
ま
し
ょ
う
。

◎平成２３年度の
　レジ袋削減の成果

１枚（LL判9.9g）の 生 産
に、石油約18.3ｍℓが必要
です。原油量に換算すると、
1年間に約105kℓが削減
され、ドラム
缶（200ℓ）
換算で525
本分に相当
します。
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台
風

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、“
け
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
台
風
は
、
毎
年
の
よ
う
に

日
本
に
襲
来
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
を

引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
台
風
が
よ
く

接
近
す
る
こ
の

時
期
。
今
回
は

「
台
風
」
に
つ

い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

▪
台
風
の
一
生

①
発
生
期
：
日
本
の
南
海
上
な
ど
で
大

量
の
水
蒸
気
が
上
昇
し
発
生

②
発
達
期
：
暖
か
い
海
面
か
ら
出
る
水

蒸
気
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
発
達
。

中
心
気
圧
は
だ
ん
だ
ん
下
が
り
、
中

心
付
近
の
風
速
も
急
激
に
強
く
な
る

③
最
盛
期
：
中
心
付
近
の
風
速
は
徐
々

に
弱
ま
る
が
、
暴
風
の
範
囲
は
拡
大

④
衰
弱
期
：
北
上
し
、
海
面
水
温
が
低

い
日
本
付
近
に
来
る
と
、
海
面
か
ら

の
水
蒸
気
が
減
少
し
、
熱
帯
低
気
圧

や
温
帯
低
気
圧
に
変
化

※
日
本
に
接
近
す
る
台
風
は
、
主
に
最
盛

期
と
衰
弱
期
の
も
の
で
す
。

▪
台
風
に
よ
る
雨

　

台
風
は
、
積
乱
雲
が
周
り
を
取
り
巻

き
、
ま
た
、
外
側
に
も
帯
状
の
降
雨
帯

が
あ
り
、
強
い
雨
が
降
り
ま
す
。
暖
か

く
湿
っ
た
空
気
が
南
の
海
上
か
ら
流
れ

込
む
た
め
、
日
本
付
近
に
前
線
が
停
滞

し
て
い
る
と
、
活
動
を
活
発
化
さ
せ
、

大
雨
に
な
り
ま
す
。

▪
台
風
に
よ
る
風

　

台
風
は
、
巨
大
な
空
気
の
渦
巻
き
に

な
っ
て
い
て
、
地
上
付
近
で
は
、
反
時

計
周
り
に
強
い
風
が
吹
き
ま
す
。「
台

風
の
目
」
に
入
っ
た
場
合
、
風
は
急
に

弱
く
な
り
、
時
に
は
青
空
が
見
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
通
過
し
た

後
は
反
対
向
き
の
強
い
風
が
吹
き
返
す

の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◉多文化共生の視点を取り入れて
　７／28（土）、８／４（土）・11（土）の３日間、「外国人
への日本語の教え方」や「日本語についての知識」を
学び、ボランティア活動や外国人と接するときに役立て
てもらおうと開催しました。多文化共生の視点を取り入
れた形では、田原市で初めての開催となりました。
※多文化共生とは、外国人も同じ地域の住民としてお互い
に認め合い、一緒に地域づくりをしていこうというもの。

◉日本語を教えるヒントがいっぱい
　１日目。まず、参加者がペア
を作って自己紹介をし合い、緊
張をほぐしました。そして、ＮＰＯ
法人多文化共生リソースセン
ター東海代表理事・土井佳彦
さんから「多文化共生　きほんの“き”」と題したお話が

ありまし
た。その
後、市内
の日本語
教 室 の
代表の方から、教室の活動紹介がありました。
　２日目と３日目は、「外国語としての日本語とその教え
方」。田原市在住の日本語講師・小川美緒さんから、
手作りの資料などを使って、外国人に日本語を教える
方法を学びました。
　参加者からは、「外国人の背景を知ることができた」

「日本語を教えるときの参考になった」などの感想が
ありました。今後も、多文化共生についての講座などを
企画していく予定です。
▶広報秘書課☎２２局０１３８

８
月
29
日
（
水
）、
内
閣
府
・
中
央
防
災

会
議
が
公
表
し
た
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の

被
害
想
定
に
つ
い
て
、
広
報
た
は
ら
10
月

１
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■国内外との交流・多文化共生

田原市ボランティア養成講座を開催
７／28（土）、８／４（土）・11（土）の３日間で講座を開催しました。

▲参加者同士で意見交換も行いました

▲自己紹介をする参加者

│ 9 │　　　　　　　　　　平成 24年９月15日



会
人
は
作
文
と
面
接　

▼
申
し
込
み
＝
田

原
福
祉
専
門
学
校
に
あ
る
所
定
の
出
願
書

類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
入
学
検
定
料

１
万
５
０
０
０
円
を
振
り
込
み
の
う
え
、

出
願
期
間
内
に
提
出
（
郵
送
の
場
合
は
当

日
消
印
有
効
）　

▼
そ
の
他
＝
入
学
試
験

は
、
10
月
か
ら
平
成
25
年
３
月
ま
で
計
５

回
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０

▼
日
時
＝
10
月
26 

日
（
金
）
午
後
１
時

～
３
時　

▼
場
所
＝

道
の
駅
田
原
め
っ
く

ん
は
う
す　

▼
内
容

＝
定
期
点
検
に
つ
い

て
の
講
話
や
点
検
な

ど
の
実
習　

▼
定
員
＝
２
０
０
名
（
先
着

順
）　

▼
参
加
料
＝
無
料　

▼
申
し
込
み

＝
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
地
区
名
・
氏
名
を
明
記
）　

▼
そ

の
他
＝
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。
参
加
者
に
は
、
マ
イ
カ
ー
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
や
粗
品
な
ど
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
渥
美
自
動
車
組
合

☎
22
局
０
７
４
６　

22
局
４
８
２
３

　

田
原
福
祉
専

門
学
校
で
は
、

平
成
25
年
度
の

推
薦
お
よ
び
一

般
・
社
会
人
入

学
試
験
を
行
い

ま
す
。

▼
試
験
種
別
＝
①
推
薦
入
学
試
験 

②
一

般
・
社
会
人
入
学
試
験　

▼
試
験
日
＝
①

10
月
27
日
（
土
） 

②
11
月
３
日
（
土
・
祝
）

▼
出
願
期
間
＝
①
10
月
１
日
（
月
）
～
18

日（
木
）  

②
10
月
16
日（
火
）～
25
日（
木
）

▼
試
験
内
容
＝
推
薦
は
面
接
、
一
般
・
社

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
笑
顔
日
和
」。
学
生

た
ち
が
企
画
し
た
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
一
般　

▼
日
時
＝
10
月
19
日

（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時
、
10
月
20

日
（
土
）
午
前
９
時
～
午
後
３
時　

▼
場

所
＝
田
原
福
祉
専
門
学
校　

▼
内
容
＝
お

茶
席
や
模
擬
店
、
手
浴
体
験
、
ゲ
ー
ム
、

演
劇
な
ど　

▼
参
加
料
＝
無
料

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９　

22
局
７
３
４
０
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安
全
で
快
適
な
カ
ー
ラ
イ
フ
の
た
め
に

「
マ
イ
カ
ー
点
検
教
室
」　

参
加
者

田
原
福
祉
専
門
学
校
学
園
祭

﹃
た
っ
ぷ
く
祭
﹄

田
原
福
祉
専
門
学
校　

学
生

　　  東三河シニアリフレッシュ事業『極
きわみ

・奥三河』
　    大自然と向き合う「地域体験プログラム」と、地域に浸かり、地域産業
のお手伝いをする「地域産業支援プログラム」の参加者を募集します。

※参加料は、現地集合、解散の金額です。

▼対象＝５０歳以上の方

▼申し込み＝豊鉄観光サービス株式会社企画販売部
　【☎（0532）54局5679】へ、各プログラム開始日の14営業日前まで
　（土・日、祝・休日除く）に電話にて

　奥三河の地域産業である、養殖漁業（県淡水養殖漁協）や林業（津具森
林組合）を、楽しみながらお手伝いしていただくプログラムです。
※詳しくは東三河広域協議会のホームページをご覧ください。

▼東三河広域協議会（豊橋市役所政策企画課内）☎（0532）51局2181 
　　 http://www.east-mikawa.jp/kiwami/

参加者
募集

内容 実施日 定員 参加料

養殖がわかる！　～淡水魚の生
態を学び、川魚料理を愉しむ～ 11／1木～3 土・祝 ５名 24,800 円

森林の中でリフレッシュ！
～山の醍醐味、炭焼き体験～ 11／8木～10土 10名 20,800 円

蜂の生態を観る！　～大自然の
恵み 山のロマン 蜂追い体験～ 11／10土～11日 10名 14,800 円

おいしい農村の技を学ぶ！　　
～麺とチーズで菌の魅力と素晴
らしさを体験～

11／16金～18日 10名 27,800 円

■地域体験プログラム

■地域産業支援プログラム

祝



◦
万
引
き
、
自
転
車
盗
の
防
止

◦
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

◦
暴
力
追
放
運
動
の
推
進

【
年
間
取
組
事
項
】

◦
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪
の
防
止

▼
市
民
協
働
課
☎
23
局
３
５
０
４

　

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
民
間
企
業
の

障
害
者
法
定
雇
用
率
が
２
・
０
％
（
現
行

１
・
８
％
）
に
引
き
上
げ
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
を
１
名
以
上
雇
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
事
業
主
の
範
囲
が
56
人
以

上
か
ら
50
人
以
上
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
改
正
に
よ
り
、
現
在
雇
用
率
を
満

た
し
て
い
る
企
業
で
も
、
障
害
者
の
雇
用

数
に
不
足
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
橋　

求
人
部
門

☎（
０
５
３
２
）52
局
７
１
９
４

▼
日
時
＝
10
月
６
日
（
土
）
午
前
10
時
30

分
～　

▼
場
所
＝
福
寿
園
（
六
連
町
）　

▼
内
容
＝
「
福
祉
の
絵
手
紙
」
の
表
彰
、

ク
ラ
ブ
発
表
、
バ
ザ
ー
、
餅
投
げ
、
山
本

譲
二
歌
謡
シ
ョ
ー
（
午
後
２
時
～
）
な
ど

▼
福
寿
園
☎
27
局
０
０
０
８

　
「
行
政
相
談
」
と
は
、
国
な
ど
の
仕
事

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
か
ら
苦
情
や
意
見
・

要
望
な
ど
を
伺
い
、
そ
の
解
決
を
図
る
制

度
で
す
。市
で
は
、「
行
政
相
談
所
の
開
設
」

「
心
配
ご
と
相
談
」
を
同
時
に
実
施
し
ま

す
。
年
金
・
保
険
・
税
金
・
登
記
・
環
境

衛
生
・
消
費
者
保
護
・
交
通
安
全
・
道
路
・

窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
、
苦
情
や

意
見
・
要
望
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。

▪
心
配
ご
と
相
談

▼
開
催
日
／
場
所
＝
①
10
月
３
日
（
水
）

／
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー　

②
10
月
10
日

（
水
）
／
赤
羽
根
福
祉
セ
ン
タ
ー　

③
10

月
16
日
（
火
）
／
あ
つ
み
ラ
イ
フ
ラ
ン
ド

▼
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
４
時

※
こ
の
他
の
日
程
で
も
、
行
政
相
談
員
な

ど
に
よ
る
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
。
日
程
は
、
田
原
市
社
会
福
祉
協

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
社
協
だ
よ

り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪
行
政
相
談
員

◦
松
井
克か
つ
し志
さ
ん
（
神
戸
町
）

◦
中
村
都と

き

こ
祁
子
さ
ん
（
赤
羽
根
町
）

◦
井
本
親し
ん
ご吾
さ
ん
（
伊
川
津
町
）

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

▼
田
原
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
23
局
０
６
１
０　

23
局
３
９
７
０

　

http://tahara-shakyo.or.jp/sinpai/

　

soudan.htm

　

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
10
月
１
日
現
在

で
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
就
業
・
不
就
業
の

実
態
を
詳
細
に
把
握
し
、
雇
用
政
策
を
は

じ
め
、
経
済
政
策
な
ど
に
必
要
な
基
礎
資

料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

調
査
の
対
象
は
、
わ
が
国
の
全
世
帯
の

う
ち
、
統
計
的
手
法
に
よ
り
選
定
し
た
、

15
歳
以
上
の
世
帯
員
約
１
０
０
万
人
で

す
。
統
計
調
査
員
が
調
査
票
の
記
入
の
お

願
い
に
伺
っ
た
際
に
は
、
調
査
へ
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
総
務
課

☎
23
局
３
５
０
６　

23
局
０
１
８
０

▼
試
験
日
＝
11
月
25
日
（
日
）　

▼
場
所

＝
名
古
屋
市
内　

▼
種
類
＝
乙
種
全
類
・

丙
種　

▼
対
象
＝
一
般　

▼
申
し
込
み
＝

①
10
月
15
日
（
月
）
～
24
日
（
水
）
の
期

間
に
市
役
所
消
防
課
ま
た
は
消
防
署
・
各

分
署
に
あ
る
受
験
願
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
郵
送　

②
10
月
12
日
（
金
）
午

前
９
時
～
10
月
21
日（
日
）午
後
５
時
の
期

間
に
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
電
子
申
請　

▼
そ
の

他
＝
テ
キ
ス
ト
お
よ
び
事
前
講
習
会
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
財
団
法
人
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.shoubo-shiken.or.jp/

▼
消
防
課　

☎
23
局
４
０
７
４　

23
局
０
１
８
０

　

こ
の
運
動
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
防
犯

協
会
や
警
察
が
協
力
し
、
身
の
回
り
に
危

険
を
及
ぼ
す
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
活
動
を

行
う
も
の
で
す
。
10
月
11
日
は
、
防
犯
に

対
す
る
意
識
と
理
解
を
深
め
る
「
安
心
・

安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
日
」
と
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
活
動
で
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
。

❖
運
動
の
重
点

◦
子
ど
も
と
女
性
が
被
害
者
と
な
り
や
す

い
犯
罪
の
防
止

◦
自
動
車
関
連
窃
盗
の
防
止
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秋
の
行
政
相
談
週
間

10
月
１5
日
月
～
２１
日
日

秋
の
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動

10
月
11
日
木
～
20
日
土

第
６
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

平
成
24
年
就
業
構
造
基
本
調
査

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
引
上
げ

第
２２
回
福
寿
園
文
化
祭
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／
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８
月
初
旬
、
豊
島
町
の
集
会
所
で
行
わ

れ
た
市
の
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
豊
島

の
大
念
仏
の
練
習
を
取
材
し
ま
し
た
。

　

大
念
仏
（
念
仏
踊
り
）
と
は
、
初
盆
の

霊
を
供
養
す
る
た
め
の
行
事
で
す
。
も
と

も
と
布
教
活
動
で
あ
っ
た
念
仏
が
、
中
世

以
降
に
鉦か

ね

を
叩
き
踊
る
念
仏
踊
り
や
盆
の

行
事
と
混
ざ
り
合
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

放ほ
う

下か

芸
能
者
の
踊
り
や
地
方
ご
と
の
風
習

が
加
わ
り
、
複
雑
に
変
化
し
な
が
ら
庶
民

に
も
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

大
念
仏
は
、
こ
の
地
方
で
い
つ
か
ら
始

ま
っ
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
現
在
で
も

盛
ん
な
遠
州
地
方
や
関
西
地
方
の
影
響
も

受
け
て
い
る
と
も
い
わ
れ
、
そ
の
成
り
立
ち

は
な
ぞ
で
す
。
半
島
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
行

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
明
治
時
代
か

ら
廃
れ
て
い
き
ま
し
た
。
続
い
て
い
た
日

出
町
で
も
昭
和
の
初
め
に
、
神
戸
町
の
市

場
や
谷
ノ
口
、
六
連
町
の
百
々
、
高
松
町

の
一
色
で
も
昭
和
40
年
ご
ろ
に
は
行
わ
れ

な
く
な
り
ま
し
た
。
現
在
、
残
っ
て
い
る

の
は
豊
島
だ
け
で
す
が
、
後
継
者
不
足
で

何
度
も
休
止
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
保
存

会
の
皆
さ
ん
の
熱
意
に
よ
り
、
平
成
16
年

に
20
年
ぶ
り
に
再
開
を
果
た
し
た
の
で
す
。

　

豊
島
の
大
念
仏
は
、
８
月
13
日
の
夕
方

か
ら
、
光
福
寺
の
境
内
を
起
点
と
し
、
太

鼓
と
鉦
の
囃
子
を
奏
で
な
が
ら
初
盆
の
お

宅
を
ま
わ
り
踊
り
ま
す
。

　

ご
ざ
の
上
で
大
太
鼓
１
、
小
太
鼓
２
、

鉦
２
（
青
年
）、
花
笠
６
（
子
ど
も
）
が
音

頭
取
り
に
合
わ
せ
て
、
念
仏
や
歌
枕
を
唱

和
し
太
鼓
や
鉦
を
叩
き
ま
す
。
太
鼓
の
撥ば

ち

は
あ
た
か
も
、
刃
物
で
切
り
裂
く
よ
う
に

鋭
く
、
踊
る
よ
う
に
振
り
な
が
ら
叩
き
ま

す
。
時
に
は
飛
び
跳
ね
、
ポ
ー
ズ
を
決
め
、

激
し
く
動
き
な
が
ら
叩
く
の
で
す
。
約
30

分
間
の
上
演
で
す
が
、
何
と
も
厳
粛
な
空

気
に
包
ま
れ
て

い
ま
す
。
供
養

と
い
う
こ
と
が

第
一
の
目
的
で

あ
る
か
ら
で

し
ょ
う
。
し
か

し
私
は
、「
な

か
な
か
カ
ッ
コ

い
い
」
と
も
思

い
ま
し
た
。

　

ま
た
豊
島
の

大
念
仏
で
は
、

子
ど
も
の
花
笠

が
特
徴
で
す
。

　

地
域
を
つ
な
ぐ
民
俗
芸
能

　
「
豊
島
の
大
念
仏
」

花
笠
を
太
鼓
に
合
わ
せ
床
に
つ
け
、
左
右

に
回
し
ま
す
。
他
の
地
方
と
違
い
、
か
わ

い
ら
し
く
華
や
か
で
す
。
か
つ
て
は
、
踊

り
の
人
数
、
役
割
の
年
齢
、
上
演
場
所
が

決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
初
盆
の
お
宅

か
ら
公
民
館
な
ど
時
代
と
と
も
に
変
化

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
域
で
祖
先
を

供
養
す
る
優
し
い
気
持
ち
、
続
け
る
行
動

力
は
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
元

の
田
原
東
部
小
学
校
で
は
、
平
成
18
年
か

ら
学
芸
会
で
演
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
後
継
者
は
徐
々
に
育
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　

取
材
中
、「
こ
の
伝
統
は
絶
や
さ
な
い
」

と
胸
を
張
っ
て
答
え
た
高
校
生
に
地
域
を

つ
な
ぐ
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
増
山
）

【
表
紙
の
写
真
】吉
胡
貝
塚
資
料
館（
吉
胡
町
）

▼
縄
文
時
代
を
体
感
で
き
る

シ
ェ
ル
マ
よ
し
ご
。吉
胡
貝

塚
資
料
館
の
、さ
ま
ざ
ま
な

体
験
講
座
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。何
を

隠
そ
う
、10
年
ほ
ど
前
に『
ま
が
玉
作

り
』に
は
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
私
。こ

だ
わ
り
の
道
具
や
石
を
そ
ろ
え
、毎

夜
、石
を
削
っ
て
い
ま
し
た
。撮
影
で

縄
文
空
間
に
い
た
せ
い
か
、ま
が
玉
を

ま
た
作
り
た
く
な
り
ま
し
た
…
。（
Ｏ
）
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▲市の無形民俗文化財「豊島の大念仏」（昭和 40 年指定）

▲鮮やかな花笠を回す子どもたち（光福寺にて）

※ 

中
世
に
盛
ん
だ
っ
た
大
道
芸
の
一
種
の
曲

　

  

芸
、踊
り
な
ど
の
芸
能

※


